
Ⅴ がんばる農家、がんばる地域プラン支援事業 認定プランの概要 

  県では、新しい取組にチャレンジし農業経営を発展しようとする農業者、地域等を支援するため、

がんばる農家、がんばる地域プラン支援事業を実施している。主なプランの概要は次のとおり。 
  
１ がんばる農家プラン支援事業 認定プラン 
 
№ 認 定

年度 
プ  ラ  ン  概  要 

1 Ｈ２４ 申 請 者 農事組合法人ファームなかいいち 

プラン名 地域と地域の農業を守るために 

概  要 地域農地の受け皿として、水稲の高付加価値栽培（減化学肥料・減農薬）

や白ネギ栽培に取り組み、営農できる体制を整備する 

支援事業 
の内容 

【24 年度】機械格納庫・作業場 
【25 年度】動力噴霧器、乗用田植機(5 条)、白ﾈｷﾞ皮剥機、ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 
【26 年度】自脱型ｺﾝﾊﾞｲﾝ(3 条) 

目  標 ●経営面積 23 年実績：665a→26 年目標 869a  
（うち 水稲：652a→839a） 

備  考 ●平成 23 年 4 月に農事組合法人を設立。 

2 Ｈ２４ 申 請 者 農事組合法人らくあい農場高路 

プラン名 農地を守り、活力とうるおいのある村づくりプラン 

概  要 地域農地の受け皿として、規模拡大と作業受託に取組、安定的に経営でき

る体制を整備する。 

支援事業 
の内容 

【24 年度】自脱型コンバイン(3 条) 

目  標 ●経営面積 23 年実績：682a→26 年目標 768a  
（うち 水稲：617a→718a、作業受託：100a→120a） 

備  考 ●平成 19 年に農事組合法人を設立。 
 

3 Ｈ２４ 申 請 者 農事組合法人小田みなみ 代表理事 飯野幸義 

プラン名 地域農業の担い手としての夢のある営農体制作り 

概  要 地域の中核的担い手として、後継者の育成確保、直接販売ルートの拡大、

減農薬栽培の取り組みをすすめ、安定的に経営できる体制を整備する 

支援事業 
の内容 

【24 年度】乗用田植機(6 条植)同時施肥・除草剤散布機付 
【25 年度】色彩選別機、自脱型コンバイン(4 条刈) 
【26 年度】36ps トラクター、米保冷庫 

目  標 ●経営面積 24 年実績：10.8ha（畦畔も含めた利用権設定面積は 12.1ha）
→26 年目標 14.4a （うち 食用米：73a→103a） 

備  考 ●平成 22 年 3 月に農事組合法人を設立。 
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２ がんばる地域プラン支援事業 認定プラン 
 
№ 認 定

年度 
プ  ラ  ン  概  要 

1 Ｈ２４ 申 請 者 鳥取市 

プラン名 未来につなぐ鹿野町農業振興プラン 

概  要 ○担い手確保、育成、新規農業従事者の確保、農地の効率化、維持管理 
○核となる品目の生産振興 
  ・生姜 規模拡大（種生姜購入経費支援）、栽培技術向上、 
       保管穴確保（量が増えたらコンテナ整備）、 
             品種の統一、販路開拓、新商品開発 
  ・そば 新品種の検討（実証圃設置）、規模拡大、収量向上対策 

（排水対策）、収穫及び乾燥の委託、販路開拓、新商品開発 
  ・獣肉 町内での取扱店の開拓、イベント等によるＰＲ他 

 
支援事業 
の内容 

○推進事業：種生姜助成、そば新品種実証圃設置 
○整備事業：汎用コンバイン、そば選別機、計量機、バキュームハンド、

格納庫、汎用乾燥機、溝堀機、コンテナ 

目  標 ●生姜 作付面積：3ha(H29) 
●そば 作付面積：50ha(H29)、収量：20t(H29) 

2 Ｈ２５ 申 請 者 鳥取いなば農業協同組合 

プラン名 いなば白ねぎ倍増プラン 

概  要 ○白ねぎの栽培面積を倍増してらっきょうに次ぐ野菜の特産品をつくる。

  ・新規生産者の掘り起こし 
  ・周年栽培、販売の取組：春ねぎ、夏ねぎの作付推進 
  ・既存生産者の増反：１戸当たり 20a の経営規模を目指す 
  ・専業農家の育成：70a 以上の経営農家を育成 
  ・安定販売の取組：重点市場の市場占有率向上 
 

支援事業 
の内容 

○推進事業：苗代助成、 
○整備事業：育苗ハウス、予冷庫、セル移植機、セル播種機、 
      皮剥き・コンプレッサー、根葉切り機等整備 

目  標 ●栽培面積  ４２ha  ⇒    ８０ha             
●栽培戸数 ２８１戸 ⇒    ４００戸 
●出 荷 量 ６０２ｔ  ⇒ １，４２０ｔ  
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